
［成果情報名］菜豆のインゲンマメゾウムシ発生生態と本種混入子実への当面の対策

過去の被害発生実態を整理するとともに発生生態調査を行い、菜豆子実を加害す［要約］

るインゲンマメゾウムシの主な越冬環境および寄生経過を明らかにして生活環を示す。ま

た、内部寄生子実対策として冷凍致死条件を示す。
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［背景・ねらい］

これまでインゲンマメゾウムシの発生確認事例は国内に少なく、主要産卵場所等の発生生

態は明らかではない。しかし近年、本種による菜豆の被害子実確認事例が道内全域で増加

しており、早急に対策を確立することが求められている。以上より、貯穀害虫とされる本

種発生生態を調査し生活環を解明するとともに子実内部へ寄生した本種への対策を示す。

［成果の内容・特徴］

１．本種の冬季間の生活場所は加温家屋内に保管された菜豆子実であると考えられる。

２．本種成虫は、菜豆ほ場において莢が伸長・肥大する７月下旬以降、９月上旬まで発生

が確認される（図１ 。）

３．菜豆ほ場の莢へ産卵後にふ化した本種が、野外で羽化まで達する可能性は低い。

４．得られた知見を基にして作成した本種の生活環は図２のとおりである。

５．過去の病害虫診断における本種被害確認事例は、７～９月の気温が高い年に多い傾向

が認められる（図３ 。）

６．各地域の栽培種の内、被害発生事例は成熟期の早い栽培種で多い傾向が認められた。

７ 「本種の被害を減らすために栽培上注意する事項」は次のとおりである （１）播種． 。

後に余った菜豆子実は、速やかかつ適正に処分する。子実を一時的に保管した場所では

清掃を徹底し、本種幼虫の餌となる子実が一年を通して残らないようにする （２）収。

穫から出荷まで菜豆子実を保管する場所は、風通しの良い野外の日陰や無加温の冷暗所

など、可能な限り低温となるよう心がける （３）さやいんげん類を含め、菜豆子実貯。

蔵中に本種の発生が観察された時は野外に放置せず堆肥に埋没させるなど成虫が飛翔し

て分散しない方法で処分する。なお本種成虫は、 ポリエチレンは容易に穿孔す0.04mm

るので、本種を発見してから処分までは厚みのある容器に密閉するなど取り扱いに注意

する。

８．菜豆収穫後の子実低温処理により本種の死滅を図る場合は、容器内中心部の穀温が約

℃まで低下してから６日間、または約 ℃まで低下してから１日間程度維持させ-10 -20

ることが必要である（表１ 。内部寄生子実を低温処理する前の温度条件により死滅状）

況は異なることから、リスク低減のためには可能な範囲で長期間の処理を行うことが適

当と考えられる。

９．成育が進むほど死亡するまでに必要な低温処理期間は長くなるため、低温処理を実施

、 、 。する場合は 菜豆ほ場から収穫した後 子実の乾燥状態を観察して可能な限り早く行う

［普及のための参考情報］

１．普及対象は、道内インゲンマメゾウムシの既発生地における生産者および集出荷機関

である。

２．低温による子実内幼虫の死滅を図る際には、使用する低温庫の温度設定や庫内容積、

子実を収納する容器により穀温が異なるため、処理時に温度計で測定する必要がある。

３．菜豆ほ場における収穫前の対策の確立は、後続課題において検討予定である。



［ ］具体的データ

図１ 菜豆ほ場の莢におけるインゲンマメゾウムシ成虫確認時期

図２ インゲンマメゾウムシの生活環

表１ 低温条件下での子実内部寄生個体死滅までの所要日数

処理温度 所要日数

℃ 日0 40

℃ ＞ 日-5 13

℃ 日-10 6

℃ 日-20 1

図３ ～ 月の温度と［その他］ 7 9
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2) 盛期は、最も多い頭数を確認した旬とした。
   ただし、調査期間を通した確認頭数が1頭だった調査地点では盛期を示さなかった。
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